
平成21年度 東京亀城会 総会・懇親会
◎日　　時　6月27日（土） 15時30分から開催（受付15時から）

◎会　　場　八重洲富士屋ホテル（2Ｆ大宴会場）

◎担当年次　34回・44回・54回・64回卒業

東京亀城会ホームページ：http://www.kijokai.net

［34回アルバムより］

ああ見よ鳥海七千餘尺

虚空に聳ゆる巨人の姿

黙示に学びてわれらの健児

六百並んで高きに向ふ

山形県立酒田中学校・酒田第一高等学校・酒田高等学校・酒田東高等学校
★題字・高橋大乗(21回卒)／題字の色はスクールカラー

第29号
発行

平成２１年５月３１日

最上の流れにうるほふ里の
学び舎みどりの希望はみちて

明るしや　清けしや
我らの園　我らの門
あしたに夕べに集ふ

手を引き助けて円かに睦みて
愛あり仁ある人とならん
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一
、
総
会
・
懇
親
会

○
平
成
二
〇
年
六
月
二
八
日
（
土
）

○
内
幸
町
・
レ
ス
ト
ラ
ン
ア
ラ
ス
カ

（
イ
ベ
ン
ト
・
ジ
プ
シ
ー
音
楽
と
踊
り
）

○
出
席
者：

一
六
九
名

（
会
員
一
一
四
名
、
来
賓
一
九
名
、

学
生
三
六
名
）

二
、
平
成
二
〇
年
度
亀
城
同
窓
会
総
会
・

懇
親
会
出
席

○
平
成
二
〇
年
一
一
月
一
五
日
（
土
）

○
ホ
テ
ル
リ
ッ
チ
＆
ガ
ー
デ
ン
酒
田

三
、
他
校
同
窓
会
総
会
な
ど
出
席

○
如
松
同
窓
会
（
鶴
岡
北
高
）

○
鶴
翔
同
窓
会
（
鶴
岡
南
高
）

○
紫
紺
会
（
酒
田
商
高
）

○
東
京
み
や
ま
ち
ど
り
会（
庄
内
総
合
高
）

○
ふ
れ
あ
い
酒
田

四
、
拡
大
理
事
会
・
会
務
執
行
理
事
会
な
ど

○
会
計
監
査

平
成
二
〇
年
　
　
四
月

○
拡
大
理
事
会

平
成
二
〇
年
　
　
四
月
一
九
日
（
土
）

○
会
務
執
行
理
事
会

平
成
二
〇
年
　
　
四
月
一
九
日
（
土
）

平
成
二
〇
年
　
　
六
月
　
七
日
（
土
）

平
成
二
〇
年
　
　
七
月
一
二
日
（
土
）

平
成
二
〇
年
　
一
一
月
二
九
日
（
土
）

平
成
二
一
年
　
　
三
月
二
八
日
（
土
）

平
成
二
一
年
四
月
一
八
日
に
開
催
さ

れ
た
東
京
亀
城
会
拡
大
理
事
会
に
お
い

て
、
新
役
員
案
が
審
議
さ
れ
、
次
の
二

名
が
相
談
役
に
推
薦
さ
れ
、
今
年
度
の

総
会
に
諮
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

○
相
談
役

阿
部
　
　
一
（
二
三
回
）

土
田
　
喜
彦
（
二
九
回
）

＜第29号＞

事業報告・20年度決算・21年度予算案・新役員候補

平
成
二
〇
年
度

収
　
入
　
の
　
部

支
　
出
　
の
　
部

１ 前　年　度　繰　越　金 1,851,466 1,851,466 2,015,497 
２ 年　　　　　会　　　　　費 1,200,000 1,026,000 1,000,000 
３ 総　　　会　　　会　　　費 600,000 672,000 810,000 
４ 各　種　会　合　会　費 87,500 57,000 35,000 
５ 寄　　　　　　　　　　　付 100,000 180,000 160,000 
６ ど　ん　帳　寄　付　金 400,000 658,000 0 
７ 雑　　　　　収　　　　　入 30,000 83,934 30,000 
８ 会　報　広　告　掲　載　料 500,000 365,000 350,000 
収　　　入　　　小　　　計 2,917,500 3,041,934 2,385,000
合　　　　　　　　　　　計 4,768,966 4,893,400 4,400,497 

１ 会　　　　　議　　　　　費 36,000 19,937 31,000 
２ 総　　　　　会　　　　　費 1,130,530 1,128,686 1,236,000 
３ 各　　種　　会　　合　　費 107,500 56,413 60,000 
４ 同期会発足支援費（旧事業費） 60,000 0 30,000 
５ 通　　　　　信　　　　　費 535,000 572,177 657,350 
６ 印　　　　　刷　　　　　費 575,000 552,337 450,000 
７ 事　　　　　務　　　　　費 220,000 184,813 200,000 
８ 旅　　費　　交　　通　　費 80,000 45,090 50,000 
９ 振　　　　　込　　　　　料 70,000 51,200 55,000 
10 渉　　　　　外　　　　　費 155,000 133,500 135,000 
11 予　　　　　備　　　　　費

ど　ん　帳　制　作　費 0 0 0 
予　　　　備　　　　費 150,000 133,750 150,000 
支　　　出　　　小　　　計 3,119,030 2,877,903 3,054,350
次　年　度　繰　越　金 1,649,936 2,015,497 1,346,147
合　　　　　　　　　　　計 4,768,966 4,893,400 4,400,497

平成21年度予算案
（平成21年4月1日～平成22年3月31日）

平成20年度決算
（平成20年4月1日～平成21年3月31日）

平成20年度予算
（平成20年4月1日～平成21年3月31日）

決算・予算
新
役
員
候
補

ス
ガ
ワ
ラ
管
理
サ
ー
ビ
ス
有
限
会
社

建
物
の
清
掃
・
設
備
の
管
理

〒
一
七
四
・
〇
〇
五
六

板
橋
区
志
村
一
―
三
〇
―
一
九

田
園
キ
ャ
ッ
ス
ル
志
村
三
〇
九

電
話
〇
三
（
三
五
五
八
）
七
五
四
六

菅

原

幸

夫

（
四
二
回
卒
）

代
表
取
締
役

元
木
徹
法
律
事
務
所〒

一
〇
四
・
〇
〇
六
一

東
京
都
中
央
区
銀
座
一
―
一
八
―
六

井
門
銀
座
一
丁
目
ビ
ル
五
階

電
　
話
〇
三
（
三
五
六
四
）
二
九
四
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
（
三
五
三
五
）
三
五
四
三

元

木

　

徹

（
昭
和
四
二
年
卒
業
）

弁
護
士

Ｊ
Ｍ
Ｄ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
株
）

フ
ォ
ト
シ
ョ
ッ
プ
Ｊ
Ｍ
Ｄ

イ
ン
デ
ィ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
・
ラ
ニ
ー

〒
一
〇
八
・
〇
〇
二
三

東
京
都
港
区
芝
浦
二
―
八
―
九
　
Ｊ
Ｍ
Ｄ
ビ
ル

電
　
話
　
〇
三
（
三
四
五
三
）
七
二
八
三

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
三
（
五
四
三
九
）
九
〇
九
一

メ
ー
ル：

kushm
aya@

aol.com

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ：

http://w
w
w
.jm
dm
inilab.com

/

工

藤

久

美

（
五
三
回
卒
）

代
　
表

遠
藤
登
記
測
量
総
合
事
務
所

〒
一
九
〇
・
〇
〇
二
二

立
川
市
錦
町
二
丁
目
二
番
五
―
三
〇
一
号

電
　
話
　
〇
四
二
―
五
二
九
―
二
九
三
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
四
二
―
五
二
九
―
二
八
四
四

遠

藤

　

功

（
昭
和
四
四
年
卒
業
）

所
　
長

橋
企
画
・
編
集
事
務
所

〒
一
九
二
・
〇
三
六
四

八
王
子
市
南
大
沢
五
―
九
―
六
―
四
〇
六

電
　
話
　
〇
四
二
―
六
七
五
―
八
〇
九
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
四
二
―
六
七
五
―
八
一
九
五

橋

常

昭

（
四
六
回
卒
）

代
　
表

総
合
建
設
業

株
式
会
社

加
藤
組〒

九
九
八
・
〇
〇
三
三

山
形
県
酒
田
市
中
央
東
町
四
―
五
七

電
　
話
　
〇
二
三
四
（
二
二
）
二
〇
二
一

加

藤

　

淳

（
五
三
回
卒
）

代
表
取
締
役
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会
長
を
仰
せ
付
か
っ
て
二
年
目
に
な

り
ま
す
。

私
ご
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
一
〇

年
間
、
毎
年
春
に
埼
玉
・
大
宮
の
地
域

住
民
多
数
と
一
緒
に
日
本
の
伝
統
文
化

に
触
れ
る
と
い
う
こ
と
で
「
伊
勢
参
り
」

を
し
て
い
る
の
で
す
が
、
若
い
人
達
の

参
拝
が
増
え
て
伊
勢
神
宮
周
辺
が
活
況

を
呈
し
て
い
る
の
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。

ど
の
分
野
に
お
い
て
も
こ
の
若
い
力

を
ど
の
よ
う
に
呼
び
込
む
か
と
い
う
こ

と
が
特
に
最
近
問
題
と
な
っ
て
い
て
、

わ
が
東
京
亀
城
会
の
役
員
会
に
お
い
て

も
い
つ
も
議
題
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

東
京
亀
城
会
は
母
校
と
関
東
近
辺
の
卒

業
生
の
絆
を
結
ぶ
も
の
と
し
て
必
要
で

あ
り
、
し
た
が
っ
て
綿
々
と
続
く
も
の

と
私
自
身
は
確
信
し
て
い
る
も
の
の
、

会
の
継
続
性
を
よ
り
強
く
す
る
た
め
に

は
若
い
人
達
を
含
め
た
間
断
の
な
い
各

学
年
の
参
加
が
必
要
で
す
。

役
員
会
と
し
て
は
色
々
と
知
恵
を
絞

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
皆
様
方
に

も
是
非
妙
案
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
提
案

下
さ
い
ま
す
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
そ
し
て
、
母
校
の
一
層
の
発
展
と

卒
業
生
の
さ
ら
な
る
親
睦
に
繋
い
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

東
京
亀
城
会
の
皆
々
さ
ま
お
変
わ
り

ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

平
成
二
一
年
度
も
総
会
・
懇
親
会
に

首
都
圏
で
生
活
し
て
い
る
学
生
を
招
待

さ
れ
る
と
お
聞
き
し
て
お
り
ま
す
。
古

里
を
離
れ
て
い
る
学
生
諸
君
に
と
っ
て

頼
も
し
い
心
の
拠
所
に
な
る
も
の
と
期

待
さ
れ
、
東
京
亀
城
会
の
ご
配
慮
に
心

か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

さ
て
、
母
校
も
満
開
の
桜
の
も
と
新

学
期
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
春
の
大
学

進
学
受
験
の
成
果
は
学
校
側
の
ご
努
力

に
よ
り
期
待
を
上
回
る
も
の
が
ご
ざ
い

ま
し
た
。

一
方
、
部
活
動
も
野
球
部
は
じ
め
陸

上
競
技
、
ボ
ー
ト
部
、
軟
式
テ
ニ
ス

等
々
好
成
績
を
お
さ
め
て
我
々
を
大
い

に
喜
ば
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
勢
い

は
今
年
度
に
も
引
き
継
が
れ
、
更
な
る

成
果
を
出
し
て
貰
え
る
と
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
亀
城
同
窓
会
で
は
従
来

あ
っ
た
亀
城
奨
学
会
奨
学
金
制
度
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
新
た
に
在
校
生
を
対

象
と
し
た
亀
城
同
窓
会
「
奨
学
金
給
付

規
定
」
を
制
定
い
た
し
ま
し
た
。
各
学

年
二
名
で
す
が
、
昨
今
の
経
済
不
況
の

中
、
新
制
度
と
し
て
評
価
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
皆
さ
ま
か
ら
の

暖
か
い
協
力
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
母

校
へ
の
諸
活
動
支
援
と
し
て
有
効
に
使

わ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
誠
に
有
り

難
く
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

東
京
亀
城
会
の
益
々
の
ご
発
展
を
心

か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

東
京
亀
城
会
の
み
な
さ
ん
、
は
じ
め

ま
し
て
。
私
は
本
年
四
月
か
ら
校
長
を

拝
命
し
ま
し
た
者
で
す
。

私
は
四
五
回
の
卒
業
生
で
す
が
、
校

長
室
に
入
る
と
壁
面
に
は
旧
校
舎
（
木

造
校
舎
）、
前
校
舎
の
絵
が
飾
ら
れ
て

お
り
、
同
窓
生
の
郷
愁
を
大
い
に
そ
そ

り
ま
す
。
ま
た
、
庭
に
出
て
み
る
と
、

高
橋
剛
氏
の
彫
刻
「
振
付
」
の
作
品
や
、

同
窓
生
の
寄
贈
に
よ
る
「
あ
あ
見
よ
鳥

海
…
…
」
の
石
碑
が
校
門
脇
に
鎮
座
し

て
い
ま
す
。

他
に
も
同
窓
生
の
手
に
よ
る
絵
画
や

書
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
が
、
所
狭
し

と
並
ん
で
い
ま
す
。
四
月
早
々
に
も
三

五
回
の
佐
藤
崇
（
千
葉
市
在
住
）
さ
ん

が
酒
田
で
の
法
事
の
折
に
本
校
を
訪
問

さ
れ
、
四
〇
年
に
渡
っ
て
取
材
し
た
著

書
『
私
の
芭
蕉
杖
跡
紀
行
』
を
寄
贈
し

て
頂
き
ま
し
た
。

さ
て
本
校
は
本
年
創
立
八
九
周
年
を

迎
え
、
来
年
は
九
〇
周
年
そ
し
て
次
は
、

一
〇
〇
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
の
時

期
に
差
し
掛
か
っ
て
き
ま
し
た
。
東
京

亀
城
会
の
皆
さ
ま
か
ら
は
、
引
き
続
き

本
校
の
更
な
る
発
展
と
飛
躍
に
向
け
て

絶
大
な
る
御
支
援
と
御
協
力
を
衷
心
か

ら
お
願
い
を
申
し
上
げ
て
あ
い
さ
つ
と

致
し
ま
す
。

会長・同窓会長ご挨拶・母校報告

＜第29号＞

東京亀城会会長

相川　俊明
（33回）

奨
学
金
給
付
規
定

を
制
定

亀城同窓会会長

宗　雄司
（35回）

東
京
亀
城
会
の

発
展
に
向
け
て

酒田東高校校長

冨士　直志
（45回）

九
〇
周
年
に
向
け
て

飛
躍
の
年
に
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◆
四
〇
年
の
「
い
な
ほ
会
」

二
〇
〇
八
年
四
月
に
、
三
菱
電
機

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
ズ

株
式
会
社
取
締
役
社
長
に
就
任
し
た

門
脇
三
雄
さ
ん
を
訪
ね
ま
し
た
。

港
区
芝
浦
の
ビ
ル
。
受
付
も
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
対
応
。
面
会
人
「
か
」
と

入
力
す
る
と
「
門
脇
三
雄
社
長
」
と

表
示
さ
れ
、
秘
書
が
広
い
応
接
室
に

通
し
て
下
さ
る
。
ち
ょ
っ
と
緊
張
し

た
が
、
入
っ
て
い
ら
し
た
社
長
は
と

て
も
気
さ
く
な
方
だ
っ
た
。

「
六
五
回
卒
で
す
か
。
よ
く
田
舎
へ

は
帰
り
ま
す
か
？
　
私
は
松
山
出
身

な
ん
で
す
が
、
帰
省
す
る
の
は
年
に

一
回
く
ら
い
で
す
ね
」

笑
顔
が
ど
こ
か
人
な
つ
っ
こ
い
感

じ
で
気
の
置
け
な
い
印
象
。

「
営
業
が
長
か
っ
た
で
す
か
ら
ね
。

お
酒
も
大
好
き
で
よ
く
飲
み
ま
す
。

『
ア
ル
コ
ー
ル
党
』
と
称
し
て
い
る
ん

で
す
が
。
ワ
イ
ワ
イ
や
る
の
が
好
き

な
ん
で
す
。
在
京
四
四
回
卒
の
情
報

交
換
懇
親
会
『
い
な
ほ
会
』
は
大
学

時
代
か
ら
毎
年
四
〇
年
も
続
い
て
い

ま
す
」

◆
営
業
部
で
実
績

門
脇
さ
ん
は
酒
東
卒
業
後
、
東
北

大
学
工
学
部
に
進
学
。
就
職
の
頃
は

ち
ょ
う
ど
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
事
業
が
軌

道
に
乗
り
始
め
、
企
業
が
Ｓ
Ｅ
を
募

集
し
て
い
た
た
め
技
術
職
で
三
菱
電

機
株
式
会
社
に
入
社
。
四
年
目
に
営

業
に
配
属
さ
れ
、
そ
れ
以
来
ず
っ
と

シ
ス
テ
ム
の
営
業
部
で
業
績
を
上
げ

て
き
た
。

「
二
〇
〇
一
年
に
Ｉ
Ｔ
部
門
が
分
社

化
さ
れ
、
三
菱
電
機
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
ズ
株
式
会
社
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
情
報
通
信
、
流
通
、

製
造
、
金
融
シ
ス
テ
ム
の
構
築
・
運

営
と
事
業
は
多
岐
に
渡
り
ま
す
。
具

体
的
に
例
を
挙
げ
る
と
、
世
界
と
繋

ぐ
銀
行
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
、

エ
ア
ラ
イ
ン
の
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
シ
ス

テ
ム
、
Ｊ
Ｒ
東
海
の
携
帯
・
パ
ソ
コ

ン
か
ら
の
予
約
シ
ス
テ
ム
な
ど
で
す
」

社
員
数
二
三
〇
〇
人
近
く
、
変
化

の
激
し
い
Ｉ
Ｔ
業
界
で
業
績
を
上
げ

続
け
る
の
は
大
変
な
こ
と
で
あ
る
。

「
こ
の
不
景
気
、
今
期
は
減
収
減
益

に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
で
す
が
、
赤

字
で
は
な
い
し
、
ま
た
増
収
増
益
に

し
て
い
き
ま
す
よ
」

と
、
笑
顔
で
仰
る
。

◆
明
る
く
チ
ャ
レ
ン
ジ

「
根
が
楽
観
主
義
な
ん
で
す
。
楽
し

く
な
け
れ
ば
仕
事
で
は
な
い
！
明
る

く
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
が
モ
ッ
ト
ー
。
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
一
人
で
は
達
成
で
き

ま
せ
ん
。
お
互
い
に
楽
し
く
仕
事
を

す
る
こ
と
を
私
も
信
条
に
し
て
き
ま

し
た
し
、
社
員
た
ち
に
も
鼓
舞
し
て

い
ま
す
。
か
と
い
っ
て
、
で
し
ゃ
ば

り
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
ん
で
す
よ
。

自
分
を
、
庄
内
人
だ
な
と
思
う
の
で

す
が
、
庄
内
人
独
特
の
ね
ば
り
と
準

備
が
あ
る
ん
で
す
。
例
え
ば
、
ス
ピ

ー
チ
を
頼
ま
れ
た
ら
事
前
に
原
稿
を

幹事年特集

あ
の
先
輩
に
会
い
た
い
！

門
脇
三
雄

三
菱
電
機
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
ズ
株
式
会
社

取
締
役
社
長
・
44
回イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
・
文

佐
々
木

亜
希
子

活
動
弁
士
・
65
回
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書
い
て
実
際
に
話
し
て
み
る
。
又
、

必
ず
ユ
ー
モ
ア
を
入
れ
る
様
に
心
が

け
る
。
そ
れ
か
ら
、
あ
き
ら
め
な
い

事
が
大
事
。
雪
国
で
冬
を
じ
っ
と
耐

え
て
春
に
ぱ
っ
と
花
を
咲
か
せ
る
よ

う
に
、
積
み
重
ね
が
あ
る
時
受
け
入

れ
ら
れ
る
、
っ
て
い
う
事
が
あ
り
ま

す
よ
ね
。
私
は
社
長
を
や
り
た
い
と

も
、
な
る
と
も
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
し
、
目
の
前
の
仕
事
を
と
に
か

く
前
向
き
に
や
っ
て
き
た
だ
け
で
す

か
ら
」

と
は
い
え
、
高
校
時
代
か
ら
運
動

会
の
組
長
に
選
ば
れ
た
り
、
生
徒
会

長
に
推
薦
さ
れ
立
候
補
し
た
り
と
、

人
気
も
あ
り
目
立
つ
存
在
だ
っ
た
よ

う
だ
。

「
そ
う
言
わ
れ
て
み
る
と
何
か
目
立

っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

上
の
兄
弟
二
人
が
私
立
大
に
入
っ
た

の
で
家
計
を
考
え
て
自
分
は
国
立
に

入
ら
な
く
ち
ゃ
と
け
っ
こ
う
ま
じ
め

に
勉
強
し
て
い
ま
し
た
し
、
部
活
動

も
特
別
や
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
す

が
…
…
」

門
脇
さ
ん
の
ム
ー
ド
メ
ー
カ
ー
的

な
明
る
さ
と
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
思
考
は
、

ず
っ
と
変
わ
ら
な
い
ら
し
い
。

◆
野
球
部
で
松
井
フ
ァ
ン

「
そ
う
い
え
ば
、
三
菱
電
機
に
入
社

し
た
時
も
、
七
〇
〇
人
の
新
入
社
員

を
代
表
し
て
決
意
表
明
な
ど
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
？
そ
う
で

す
ね
、誘
わ
れ
た
ら
断
ら
な
い
で
す
し
。

問
題
に
ぶ
つ
か
っ
た
ら
解
決
の
た
め

に
最
善
を
尽
く
す
の
が
当
た
り
前
で
、

そ
れ
を
あ
ま
り
苦
労
と
は
思
わ
な
か

っ
た
で
す
し
」

そ
ん
な
門
脇
さ
ん
は
、
Ｎ
Ｙ
ヤ
ン

キ
ー
ス
松
井
選
手
の
大
フ
ァ
ン
！

「
中
学
は
野
球
部
だ
っ
た
ん
で
す
。

子
ど
も
の
頃
テ
レ
ビ
で
見
ら
れ
る
の

は
巨
人
戦
だ
け
で
し
た
か
ら
ね
。
巨

人
フ
ァ
ン
は
必
然
で
、
そ
の
延
長
で

す
。
去
年
、
Ｎ
Ｙ
ヤ
ン
キ
ー
ス
の
ス

タ
ジ
ア
ム
に
も
行
き
ま
し
た
。
た
ま

た
ま
あ
る
業
界
の
集
ま
り
で
松
井
選

手
に
会
う
機
会
が
あ
っ
て
。
こ
の
写

真
は
宝
で
す
。
こ
れ
は
役
得
で
し
た
」

す
っ
か
り
少
年
の
顔
で
あ
る
。

最
後
に
、
組
織
を
伸
ば
す
秘
訣
を

伺
う
と
。

「
組
織
は
一
〇
人
い
た
ら
、
本
当
に

仕
事
が
で
き
る
い
い
人
材
は
二
人
。

残
り
は
案
外
楽
を
し
て
い
た
り
足
を

ひ
っ
ぱ
っ
て
い
た
り
す
る
。
で
き
る

二
人
を
伸
ば
し
、
頑
張
ら
せ
て
あ
げ

る
事
で
組
織
全
体
が
伸
び
ま
す
」

毎
年
、
入
社
シ
ー
ズ
ン
は
入
学
シ

ー
ズ
ン
。
酒
東
生
の
動
向
は
い
つ
も

気
に
か
け
て
い
る
と
の
こ
と
。
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
や
粘
り
強
さ
は
、
必
要
と
さ

れ
大
成
す
る
人
材
の
必
須
要
素
だ
と

痛
感
し
た
訪
問
だ
っ
た
。

幹事年特集

土
井
武
紀
先
生
元
気
だ
が

古
稀
を
迎
え
て

土
井
武
紀
（
34
回
）

四
月
中
学
同
窓
に
よ
る
古
稀
の

祝
い
に
参
加
し
た
。
そ
ん
な
年
に

な
り
ま
し
た
。
気
持
は
特
別
意
識

し
な
い
が
、
体
が
意
志
に
逆
ら
い

は
じ
め
た
の
は
確
か
な
よ
う
だ
。

今
春
「
立
派
な
白
内
障
で
す
」
と

目
医
者
に
は
ほ
め
ら
れ
る
し
、
特

に
膝
痛
は
、
同
年
の
主
治
医
Ｋ
氏

に
「
老
眼
と
同
じ
で
、
死
ぬ
迄
つ

き
あ
え
」
と
宣
告
さ
れ
た
。
定
年

後
、
自
然
乾
燥
米
栽
培
に
と
り
く

ん
で
い
る
が
、
あ
と
二
、
三
年
が

限
界
か
な
と
思
う
こ
と
が
多
く
な

っ
た
。
年
一
回
の
収
穫
な
の
で
、

計
画
か
ら
、
朝
夕
の
見
回
り
、
重

労
働
の
作
業
な
ど
結
構
大
変
だ

が
、
楽
し
み
は
あ
る
。
友
人
か
ら

「
お
い
し
い
」
と
ほ
め
ら
れ
る
と
、

歳
は
と
っ
て
も
嬉
し
い
も
の
だ
。

生
徒
を
あ
ま
り
ほ
め
な
か
っ
た
現

役
時
代
を
反
省
し
て
い
る
。
一
月

に
酒
東
で
最
初
に
担
当
し
た
同
年

会
に
招
か
れ
、
二
〇
数
年
振
り
の

再
会
は
、
感
激
の
極
み
だ
っ
た
。

「
元
気
だ
ぞ
」「
皆
も
元
気
で
の
! !
」
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四
月
六
日
、「
く
ら
ら
大
泉
学
園
」
の

石
神
井
公
園
の
観
櫻
会
に
参
加
し
て
、

行ゆ

く
水
や

我
が
顔
も
の
せ
　
花
筏

い
か
だ

笑
児

し
ょ
う
じ

私
は
、
元
満
州
国
に
あ
っ
た
奉
天
工

業
大
学
在
学
中
に
兵
役
に
服
し
、
幸
い

兵
役
中
前
橋
陸
軍
予
備
士
官
学
校
に
入

り
、
卒
業
後
陸
軍
参
謀
本
部
に
所
属
し

て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
勤
務
と
な
り
現
地
の

指
令
部
勤
務
と
な
ま
し
た
。

そ
の
年
の
八
月
に
終
戦
、
秋
に
復
員

し
て
奉
天
工
業
大
学
の
引
揚
げ
た
学
校

事
務
室
と
文
部
省
と
の
折
衝
に
よ
り
、

旧
制
中
学
校
の
教
員
免
許
証
を
与
え
ら

れ
て
母
校
（
酒
田
第
一
高
等
学
校
）
の

教
員
に
採
用
さ
れ
、
理
科
系
の
教
科
を

受
け
持
ち
、
ま
た
松
嶺
分
校
を
週
二
日

受
け
持
ち
ま
し
た
。

そ
の
後
カ
ネ
ボ
ウ
系
の
会
社
に
就
職

し
て
、
甲
府
の
工
場
長
、
東
京
千
住
の

工
場
長
等
を
歴
任
し
、
東
京
の
現
在
地

練
馬
区
大
泉
学
園
に
家
を
建
て
居
住
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
不
幸
に
も
酒
田
高

女
出
身
の
妻
が
（
旧
姓
五
十
嵐
美
子
）、

昨
年
一
一
月
に
死
亡
し
た
た
め
、
現
在

は
練
馬
区
大
泉
学
園
に
あ
る
「
く
ら
ら

大
泉
学
園
」
と
い
う
三
食
昼
寝
付
き
の

寮
で
暮
ら
し
て
お
り
ま
す
。
今
度
の
東

京
亀
城
会
に
出
席
で
き
る
よ
う
で
あ
れ

ば
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。

長
年
お
世
話
に
な
っ
た
、
三
越
そ
ば

の
「
仙
台
工
専
会
館
」
が
再
開
発
で
閉

鎖
に
な
り
今
回
は
河
岸
を
変
え
て
六
月

七
日
京
橋
の
「
う
す
け
ぼ
ー
」
に
集
合
。

倉
田
常
任
幹
事
、
佐
藤
郁
雄
、
相
馬
大

作
以
下
常
連
の
他
に
鹿
間
圭
二
君
が
初

参
加
。

相
馬
君
か
ら
「
土
門
拳
記
念
館
」
の

紹
介
、
続
い
て
各
人
の
故
郷
談
義
と
な

り
、
個
室
と
は
言
え
レ
ス
ト
ラ
ン
な
の

で
上
品
に
と
い
う
こ
と
に
し
た
が
、
お

酒
が
入
れ
ば
い
つ
も
の
よ
う
に
「
あ
あ

見
よ
鳥
海
」「
朔
風
す
さ
ぶ
」
と
精
い
っ

ぱ
い
歌
っ
て
次
回
を
約
し
て
解
散
し
た
。

こ
の
会
場
は
外
国
航
路
の
一
等
船
客

用
食
堂
の
内
装
に
な
っ
て
い
て
一
同
に

大
変
好
評
で
次
回
も
此
処
で
と
な
っ

た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
地
区
も
再
開
発
が

進
行
中
で
五
月
末
に
ク
ロ
ー
ズ
の
予
定

と
分
か
り
、「
う
す
け
ぼ
ー
」
の
他
の

店
を
探
す
羽
目
に
な
っ
た
。
不
景
気
と

は
ど
こ
の
話
と
云
い
た
く
な
る
ほ
ど
都

心
の
変
貌
は
激
し
く
時
代
を
感
じ
さ
せ

ら
れ
る
。

昨
年
の
東
京
亀
城
会
々
報
二
八
号
と

今
年
発
行
二
九
号
の
間
に
、
東
京
二
八

回
は
二
度
開
催
さ
れ
た
。
二
〇
年
一
〇

月
（
西
新
橋
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
　
キ
ャ

ッ
ス
ル
　
参
加
二
八
名
中
酒
田
よ
り
一

名
）
と
、
本
年
三
月
三
一
日
（
私
学
会

館
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
　
二
六
名
中

酒
田
よ
り
一
名
）
で
あ
る
。

昭
和
四
二
年
発
足
以
来
ほ
ぼ
毎
年
、

平
成
二
年
以
降
は
秋
季
開
催
で
あ
っ

た
が
、
今
秋
は
酒
田
二
八
会
（
隔
年
）

が
予
定
さ
れ
、
東
京
か
ら
の
参
加
希
望

も
多
い
た
め
、
桜
花
の
時
期
に
企
画
さ

れ
た
。
三
月
二
二
日
に
開
花
宣
言
、

通
常
六
日
後
に
満
開
と
の
こ
と
だ
が
、

寒
気
続
き
で
当
日
は
三
〜
四
分
咲
き

で
あ
っ
た
。

物
故
者
の
冥
福
を
祈
り
、
酒
田
か
ら

の
参
加
者
に
よ
る
映
画
「
お
く
り
び
と
」

後
の
近
況
報
告
と
懇
談
で
盛
り
上
が

り
、
例
年
通
り
同
期
の
星
、
岸
洋
子
を

偲
ぶ
「
夜
明
け
の
う
た
」「
校
歌
」「
故

郷
」
を
斉
唱
し
三
時
間
を
締
め
た
。

我
々
の
大
部
分
が
今
年
後
期
高
齢
者

（
満
七
五
歳
）
と
な
る
。
前
会
報
で
猪

俣
君
が
書
い
た
よ
う
に
、
竹
馬
の
会

同期会・昨日 今日

23回

都
心
再
開
発
で

会
場
転
々

後
藤
　
健

16回

八
六
歳

古
老
の
生
き
様庄司

悌
二

28回

変
則
登
校
も

懐
か
し
い
想
い
出

長
坂
　
満
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（
史
跡
巡
り
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
）、
春
秋

の
ゴ
ル
フ
（
関
西
在
住
者
と
富
士
の
裾

野
で
実
施
）
と
元
気
な
仲
間
が
多
い
。

会
え
ば
酒
を
酌
み
交
わ
し
、
新
制
高
校

第
一
期
生
と
し
て
月
・
水
・
金
曜
日
は

東
高
、
火
・
木
・
土
曜
は
西
高
（
当
時

は
両
校
併
せ
酒
田
高
校
）
へ
と
通
っ
た

（
半
分
の
五
ク
ラ
ス
は
逆
）
経
験
も
尽

き
る
こ
と
の
な
い
話
題
の
一
つ
で
あ
る
。

昨
年
三
七
回
目
を
迎
え
た
東
京
ふ
く

の
会
総
会
は
、
酒
田
よ
り
五
名
、
盛

岡
・
寒
河
江
・
郡
山
よ
り
各
一
名
ず
つ

の
参
加
を
得
て
、
総
勢
五
九
名
が
Ｎ
Ｈ

Ｋ
青
山
荘
に
集
ま
り
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
二
次
会
は
渋
谷
の
高
級
バ
ー
に
四

〇
余
名
が
な
だ
れ
込
み
唄
い
、
語
り
ア

ッ
と
云
う
間
の
二
時
間
で
し
た
。
翌
日

は
遠
方
者
を
中
心
に
ス
カ
イ
バ
ス
で
昼

の
丸
の
内
を
見
物
、
参
加
者
に
喜
ば
れ

ま
し
た
。

月
一
回
第
三
水
曜
日
の
歩
こ
う
会

は
四
月
で
四
六
回
を
迎
え
、
益
々
盛

ん
で
す
。
八
月
は
都
心
で
の
夕
涼
み
、

暮
は
中
華
街
で
の
忘
年
会
も
盛
況
。

一
泊
ハ
イ
ク
は
金
時
山
に
登
っ
た
後
に

箱
根
甲
子
園
に
泊
り
、「
箱
根
の
紅
葉
」

を
満
喫
。

恵
比
寿
麦
酒
記
念
館
で
行
わ
れ
た

「
想
い
出
の
映
画
音
楽
」
と
、
女
性
活

動
弁
士
・
佐
々
木
亜
希
子
さ
ん
（
六
五

回
卒
）
が
語
る
無
声
映
画
鑑
賞
の
夕
べ

に
一
七
名
が
参
加
し
、
熱
弁
に
盛
大
な

拍
手
を
送
っ
た
。

コ
ー
ラ
ス
ふ
く
の
か
い
は
年
末
に
開

か
れ
た
用
賀
コ
ン
サ
ー
ト
、
二
月
の

「
き
ん
ぷ
く
＆
フ
ォ
ー
フ
ェ
タ
２
０
０

９
」
に
出
演
、「
雪
の
ふ
る
ま
ち
を
」

「
涙
そ
う
そ
う
」
な
ど
混
声
四
部
合
唱

で
熱
唱
し
好
評
を
得
ま
し
た
。

桜
前
線
の
北
上
を
知
る
時
、
も
う
直

ぐ
庄
内
の
桜
も
色
付
く
頃
だ
ろ
う
と
、

無
性
に
懐
か
し
く
な
る
。
関
東
三
一
会

の
面
々
も
、
酒
東
の
校
門
を
出
で
て
既

に
半
世
紀
余
り
過
ぎ
た
と
い
う
の
に
、

何
か
の
機
会
に
寄
り
集
ま
る
と
、
も
う

皺
く
ち
ゃ
に
な
っ
て
い
る
自
分
の
顔
も

忘
れ
て
、
大
き
な
声
で
語
り
合
う
。
そ

の
時
は
、
皆
の
背
筋
が
ピ
ー
ン
と
伸
び

て
い
る
、
不
思
議
な
も
の
だ
。

昨
年
は
、「
鎌
倉
の
自
然
を
守
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
の
会
」
と
共
に
、
五
月
の
中

旬
、
眩
い
ば
か
り
の
新
緑
の
中
を
、
田

ん
ぼ
の
あ
ぜ
道
を
歩
き
、
小
川
の
せ
せ

ら
ぎ
を
横
目
に
見
な
が
ら
、
ま
た
小
高

い
丘
に
登
り
、
や
が
て
鎌
倉
の
中
央
公

園
に
た
ど
り
着
い
た
。
そ
し
て
、
公
園

の
北
東
に
あ
る
東
屋
で
昼
食
、
懐
か
し

い
庄
内
の
酒
「
初
孫
」
に
も
舌
鼓
を
打

っ
た
。
こ
う
し
て
、
か
つ
て
亀
ヶ
埼
で

机
を
並
べ
て
学
ん
だ
学
友
と
共
に
自
然

を
闊
歩
す
る
時
、「
後
期
高
齢
者
」
な

ん
て
い
う
言
葉
は
、
ま
だ
ま
だ
遠
い
先

同期会・昨日 今日

29回

健
脚
・
健
声

ま
す
ま
す
元
気冨樫

弘
喜

平
成
二
〇
年

千
葉
県
鋸
山
へ
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ

九
月
二
四
日
岩
井
浜
に
宿
泊
、
翌
朝
米
国

原
子
力
空
母
ジ
ョ
ー
ジ
　
ワ
シ
ン
ト
ン
の

横
須
賀
へ
の
入
港
を
遠
望

31回
「
初
孫
」
に
舌
鼓

眞
田
守
之
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の
事
の
よ
う
に
思
え
て
く
る
。
こ
ん
な

学
友
達
と
共
に
歩
む
こ
れ
か
ら
の
人
生

は
、
き
っ
と
味
わ
い
深
い
も
の
だ
ろ
う
。

（
会
員
に
告
ぐ
！
）

東
京
亀
城
会
の

運
営
資
金
が
先
細
り
に
な
っ
て
い
る
と

の
事
、
大
い
に
参
加
し
て
会
費
を
納
め

て
頂
き
た
い
。

我
が
三
四
回
の
昨
年
の
イ
ベ
ン
ト

は
、
白
老
町
在
住
の
井
畑
会
員
を
初
め

と
し
た
幹
事
さ
ん
等
に
よ
る
企
画
で
、

九
月
七
日
か
ら
三
泊
四
日
で
修
学
旅
行

の
思
い
出
の
地
、
北
海
道
を
五
〇
年
振

り
に
巡
る
「
修
学
旅
行
総
会
」
を
行
っ

た
こ
と
で
す
。
初
日
は
函
館
に
前
泊
し
、

金
森
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
、
函
館
山
等
市
内

見
学
を
行
っ
て
、
二
日
目
本
会
場
と
な

る
登
別
温
泉
の
第
一
瀧
本
ホ
テ
ル
に
集

合
し
た
。

総
会
が
始
ま
る
ま
で
の
間
、
地
獄

谷
め
ぐ
り
、
ク
マ
牧
場
、
真
っ
赤
に

色
づ
い
た
ナ
ナ
カ
マ
ド
の
木
々
の
下
、

自
然
探
勝
路
を
満
喫
し
ま
し
た
。
第

一
瀧
本
ホ
テ
ル
は
修
学
旅
行
時
の
面

影
は
全
く
な
く
、す
っ
か
り
近
代
化
し
、

時
の
流
れ
を
感
じ
た
。
大
浴
場
に
は
ド

リ
ン
ク
コ
ー
ナ
ー
ま
で
あ
り
、
湯
船
で

庄
助
さ
ん
気
分
を
楽
し
ん
だ
人
も
い

た
よ
う
で
す
。
総
会
並
び
に
懇
親
会
に

は
、
各
地
区
か
ら
総
勢
三
五
名
も
の

方
々
が
集
ま
り
、
思
い
出
話
で
親
交

を
深
め
、
校
歌
、
応
援
歌
、
三
四
会

歌
の
熱
唱
等
で
大
変
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

翌
日
は
、
観
光
バ
ス
で
修
楽
の
旅

へ
と
出
掛
け
白
老
ス
ポ
ッ
ト
の
「
ア
イ

ヌ
古
来
の
歓
迎
舞
踊
」
を
鑑
賞
し
、

途
中
羊
ヶ
丘
で
五
〇
年
前
と
同
じ
よ

う
に
ク
ラ
ー
ク
像
を
囲
ん
で
記
念
写
真

に
納
ま
っ
た
。（
見
て
く
だ
さ
い
、
こ

の
楽
し
き
姿
を
！
）
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
で

ビ
ー
ル
等
を
楽
し
ん
だ
後
、
札
幌
市
内

見
物
を
し
、
広
大
な
牧
場
や
ジ
ャ
ガ
イ

モ
畑
等
を
通
り
抜
け
て
、
サ
ミ
ッ
ト
会

場
に
も
な
っ
た
洞
爺
湖
温
泉
で
後
泊

し
、
最
後
の
晩
を
楽
し
ん
だ
酒
東
三

四
会
で
し
た
。

今
年
は
、
会
誌
『
想
』
も
卒
業
五
〇

周
年
記
念
誌
に
、
ま
た
東
京
湾
で
の

「
屋
形
船
」
総
会
と
箱
根
の
旅
に
な
り

そ
う
で
す
。

な
お
、
関
東
在
住
の
会
員
有
志
に
よ

る
四
季
折
々
の
理
由
に
よ
る
親
交
を
深

め
る
べ
く
一
献
を
傾
け
る
会
は
続
け
て

お
り
ま
す
。

今
年
の
新
年
会
は
、
い
つ
も
の
銀
座

郷
土
料
理
「
お
ば
こ
」
か
ら
場
所
を
変

え
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

同
期
の
誉
れ
、
染
谷
英
雄
君
が
上
京

か
ら
苦
労
を
重
ね
、
独
力
で
会
社
を
興

し
、
発
展
さ
せ
、
上
場
企
業
に
ま
で
成

長
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
㈱
栄
電
子
が
昨

年
創
立
四
〇
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

本
社
ビ
ル
を
計
画
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
見
事
昨
年
末
に
完
成
し
ま
し
た
。

地
下
一
階
地
上
八
階
の
モ
ダ
ン
な
建
物

で
す
。
本
社
機
能
、
営
業
拠
点
の
ほ
か
、

社
員
の
厚
生
施
設
も
兼
ね
た
屋
上
庭
園

に
面
し
た
多
目
的
ホ
ー
ル
を
備
え
た
豪

華
な
建
物
で
す
。

同期会・昨日 今日

35回

珊
瑚
ホ
ー
ル
誕
生

伊
藤
正
治
郎

34回

北
海
道
で

「
修
学
旅
行
総
会
」

秋
葉
修
一
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こ
の
竣
工
を
皆
で
御
祝
い
し
よ
う

と
、
こ
の
場
所
を
利
用
し
て
新
年
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
酒
田
か
ら
も
多
数
の

参
加
が
あ
り
会
は
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
記
念
品
の
贈
呈
の
後
、
こ
の

ホ
ー
ル
を
「
珊
瑚
ホ
ー
ル
」
と
命
名
す

る
こ
と
の
快
諾
を
得
て
誕
生
し
ま
し

た
。
ホ
ー
ル
は
同
期
の
我
々
は
い
つ
で

も
利
用
で
き
ま
す
が
、
同
窓
生
の
集
ま

り
に
も
開
放
す
る
予
定
で
す
。

昨
夏
、
酒
田
の
山
麓
会
定
例
会
に
出

席
で
き
な
か
っ
た
が
、
首
都
圏
支
部
で

計
画
し
た
一
〇
月
下
旬
の
新
潟
県
秋
山

郷
で
紅
葉
を
楽
し
む
会
に
参
加
し
た
。

上
越
新
幹
線
越
後
湯
沢
駅
に
一
五
時
集

合
、
二
一
名
が
参
加
の
予
定
と
言
う
。

奥
さ
ん
連
れ
が
七
組
、
単
独
が
七
名

で
あ
る
。
酒
田
か
ら
は
小
山
会
長
夫
妻

が
参
加
。
単
独
の
中
に
は
、
卒
業
後
初

め
て
会
う
友
が
い
て
「
あ
と
誰
が
到
着

す
れ
ば
良
い
の
か
な
？
」「
○
○
だ
」

「
そ
ん
な
の
い
た
か
な
ー
」「
私
が
○
で

す
」
と
言
う
、
見
た
こ
と
あ
る
よ
う
な
、

な
い
よ
う
な
顔
、
一
言
話
す
と
高
校
の

頃
に
逆
戻
り
、
話
が
弾
む
。
友
は
す
ば

ら
し
い
。

今
年
の
定
例
会
は
八
月
一
五
日（
土
）

一
七
時
半
か
ら
酒
田
ベ
ル
ナ
ー
ル
で
行
な

わ
れ
る
。
首
都
圏
支
部
の
計
画
は
、
検

討
中
と
聞
い
て
い
る
。
楽
し
み
で
あ
る
。

三
八
会
の
皆
さ
ん
! !

元
気
に
お
過

ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。「
お
く
り

び
と
」
で
庄
内
も
一
躍
有
名
に
な
り
ま

し
た
。
映
画
ご
覧
に
な
り
ま
し
た
か
？

さ
て
、
例
年
三
八
会
は
二
月
に
行
っ

て
お
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
秋
口
に
集

ま
る
こ
と
に
し
ま
し
た
の
で
、
こ
の
会

報
を
お
借
り
し
て
予
告
し
て
お
き
ま

す
。
後
楽
園
あ
た
り
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。

八
月
に
な
り
ま
し
た
ら
ご
案
内
の
通

知
を
お
届
け
し
ま
す
の
で
、
お
楽
し
み

に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

昨
年
六
月
に
東
京
で
二
年
ぶ
り
の

全
体
会
を
開
い
た
。
丁
度
仙
台
・
三

陸
地
震
に
ぶ
つ
か
っ
た
が
、
酒
田
か
ら

佐
藤
慶
治
郎
先
生
に
も
参
加
し
て
も
ら

い
、
い
つ
も
の
如
く
笑
い
通
し
の
集
り

だ
っ
た
。

三
九
会
は
酒
田
、
東
京
と
相
互
開
催

の
全
体
会
と
各
種
の
分
科
会
が
い
ろ
い

ろ
賑
や
か
で
あ
る
。
そ
の
分
科
会
の
一

つ
に
「
三
年
四
組
の
修
学
旅
行
」
が
あ

る
。
こ
れ
ま
で
に
、
飛
島
、
金
沢
、
松

島
と
続
き
、
今
年
は
六
月
に
天
地
人
・

直
江
兼
続
の
街
「
米
沢
」
で
あ
る
。
こ

の
修
学
旅
行
は
第
一
回
の
飛
島
の
時
か

ら
渡
部
芳
雄
先
生
に
毎
回
引
率
し
て
も

ら
い
、
お
陰
で
、
暴
れ
も
せ
ず
、
同
じ

昔
話
を
何
回
も
繰
り
返
す
、
し
つ
こ
く
、

行
儀
の
よ
い
旅
行
と
な
っ
て
い
る
。

同期会・昨日 今日

36回

同
郷
、
同
期
、

友
、
仲
間
、久

松
武
宏

38回

秋
口
に
開
催松

本
　
毅

39回

今
年
も
引
率
つ
き

の
修
学
旅
行後

藤
吉
修
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「
野
郎
ば
っ
か
の
組
で
、
昔
か
ら
い

つ
暴
れ
だ
す
か
分
か
ら
ん
か
ら
！
」
が
、

先
生
の
本
音
か
も
し
れ
な
い
が
…
…

渡
部
先
生
は
我
々
が
高
三
の
時
に
新

卒
で
来
ら
れ
た
先
輩
先
生
で
、
初
々
し

い
は
つ
ら
つ
教
師
だ
っ
た
。
そ
の
は
つ

ら
つ
さ
を
武
器
に
、
我
が
同
期
の
才
媛

を
教
壇
か
ら
射
止
め
た
縁
も
あ
っ
て
、

未
だ
に
我
々
六
〇
才
台
の
坊
主
ど
も
の

引
率
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
多
謝
。

毎
年
恒
例
（
三
月
の
最
終
土
曜
開
催
）

が
、
我
ら
四
二
年
同
期
の
「
蜂
の
会
」。

今
年
は
三
月
二
八
日
、
同
期
の
後
藤
さ

ん
経
営
の
池
袋
の
店
で
行
い
ま
し
た
。

桜
も
五
分
咲
き
、
肌
寒
い
中
二
五
名

参
加
。
女
性
も
七
名
、
皆
元
気
溌
剌
だ
。

酒
田
か
ら
Ａ
君
、
山
形
市
内
か
ら
Ｍ
君

が
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
持
参
で
駆
け
つ
け

る
。
夏
の
酒
田
同
期
会
で
映
す
予
定
と

か
。
楽
し
み
〜
。
我
ら
は
ア
ラ
カ
ン

（
ア
ラ
ウ
ン
ド
還
暦
）
世
代
。
特
に

若
々
し
い
女
性
達
の
元
気
な
笑
い
、
お

喋
り
に
会
は
盛
り
上
が
る
。

話
題
は
、
映
画
「
お
く
り
び
と
」。

舞
台
と
な
っ
た
「
旧
割
烹
小
幡
」
の
所

有
者
の
奥
様
は
、
我
ら
の
同
期
だ
。
も

う
一
つ
の
話
題
は
定
年
。
延
長
で
同
じ

職
場
で
働
く
人
。
辞
め
て
全
国
の
温
泉

入
湯
に
挑
戦
中
の
人
。
そ
れ
ぞ
れ
の
人

生
に
相
づ
ち
を
打
っ
て
は
、「
乾
杯
」

と
盛
り
上
が
る
。
最
後
は
「
最
上
の
流

れ
に
…
…
」「
白
熱
の
気
の
行
く
所
…

…
」
を
、
声
高
ら
か
に
全
員
で
合
唱
。

次
は
、
夏
の
酒
田
同
期
会
だ
ね
。
心
は

次
の
同
期
会
に
…
…
。

昭
和
五
四
年
卒
業
生
の
同
期
会
で

あ
る
梧
葉
会
が
発
足
し
た
こ
と
を
機

に
、「
東
京
で
も
気
軽
に
同
窓
会
を
」

と
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
関
東
梧
葉
会
。
毎

年
一
月
の
最
後
の
土
曜
日
に
、
主
に

首
都
圏
周
辺
在
住
の
会
員
達
が
集
ま

っ
て
近
況
報
告
な
ど
に
花
を
咲
か
せ

る
の
も
今
年
で
一
〇
回
目
で
す
。
こ

の
間
大
雪
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が，

一
度
も
欠
か
す
こ
と

な
く
続
い
て
い
ま
す
。
そ
の
記
念
す

べ
き
第
一
〇
回
関
東
梧
葉
会
は
、
一

月
三
一
日
、
新
宿
で
一
五
名
の
参
加

を
い
た
だ
き
賑
々
し
く
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

バ
ブ
ル
の
時
代
に
二
〇
代
だ
っ
た
私

達
、
浮
か
れ
気
分
が
な
か
な
か
抜
け

な
い
年
代
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
気

が
つ
け
ば
職
場
で
も
家
庭
で
も
、
こ

の
困
難
な
時
代
を
リ
ー
ド
し
て
行
く
立

場
に
置
か
れ
る
年
代
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
た
め
か
例
年
よ
り
厳
し
い

近
況
報
告
も
あ
り
ま
し
た
が
、
気
骨
あ

る
酒
東
卒
業
生
ら
し
く
、
皆
頼
も
し

い
報
告
で
一
同
盛
り
上
が
り
、
最
後

は
岡
山
か
ら
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
我

ら
が
青
春
の
巨
匠
、
元
応
援
団
長
の

「
仲
間
っ
て
い
い
な
〜
！
み
ん
な
〜
あ

り
が
と
う
！
」
の
言
葉
に
送
ら
れ
て
、

一
年
後
の
再
会
を
誓
い
合
い
家
路
へ

と
着
き
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
の
八
月
に
は
五
年
毎
の

「
梧
葉
会
」
も
酒
田
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
合
わ
せ
て
帰
省
の
計
画
を
お
願

い
し
ま
す
。
勿
論
、
六
月
の
東
京
亀
城

会
も
お
忘
れ
な
く
。

同期会・昨日 今日

42回

元
気
溌
剌

「
蜂
の
会
」

菅
原
幸
夫

54回

一
〇
年
の

節
目
を
迎
え
て

関
東
梧
葉
会
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東
京
亀
城
会
会
則

第
一
章
　
総
則

（
名
　
称
）

第
一
条

本
会
は
、
東
京
亀
城
会
と
称
す
る
。

（
事
務
所
）

第
二
条

本
会
は
、
事
務
所
を
東
京
都
に
置

く
。（

目
　
的
）

第
三
条

本
会
は
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
図

る
と
共
に
、
母
校
・
酒
田
東
高
等
学
校
及
び

亀
城
同
窓
会
と
の
連
携
を
密
に
し
、
同
校
の

発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
事
　
業
）

第
四
条

本
会
は
、
前
条
の
目
的
を
達
成
す

る
た
め
に
、
次
の
事
業
を
行
う
。

一
、
総
会
、
懇
親
会
等
の
開
催

二
、
母
校
と
の
連
携
、
後
援

三
、
亀
城
同
窓
会
及
び
各
地
の
亀
城
会
と

の
連
携

四
、
会
員
名
簿
の
作
成

五
、
会
報
の
発
行

六
、
講
演
会
等
各
種
行
事
の
開
催

七
、
そ
の
他
本
会
の
目
的
を
達
成
す
る
た

め
に
必
要
な
事
業

第
二
章
　
会
員

（
会
　
員
）

第
五
条

①
本
会
は
、
山
形
県
立
（
旧
制
）

酒
田
中
学
校
、
酒
田
第
一
高
等
学
校
、
酒
田

高
等
学
校
若
し
く
は
酒
田
東
高
等
学
校
に
在

学
し
た
者
又
は
同
校
の
教
職
員
で
あ
っ
た
者

で
、
関
東
地
方
一
円
に
居
住
す
る
者
を
も
っ

て
会
員
と
す
る
。

②
本
会
の
会
員
は
年
会
費
を
支
払
う
も
の
と

す
る
。

第
三
章
　
役
員
等

（
種
　
類
）

第
六
条

①
本
会
に
、
次
の
役
員
を
置
く
。

一
、
会
長

一
名

二
、
副
会
長

五
名
以
内

三
、
理
事

各
卒
業
年
次
若
干
名

四
、
会
務
執
行
理
事

若
干
名

五
、
監
事

二
名

②
本
会
に
、
顧
問
、
相
談
役
等
の
役
職
を
設

け
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
選
　
任
）

第
七
条

①
会
長
、
副
会
長
及
び
監
事
は
、

会
員
の
中
か
ら
、
理
事
会
の
推
薦
に
よ
り
、

総
会
に
お
い
て
選
任
す
る
。

②
理
事
は
、
各
卒
業
年
次
の
会
員
が
行
う
推

薦
に
よ
り
、
会
長
が
委
嘱
す
る
。

③
会
務
執
行
理
事
は
、
理
事
の
中
か
ら
会
長

が
委
嘱
す
る
。

④
顧
問
は
、
理
事
会
及
び
総
会
の
推
薦
に
よ

り
、
会
長
経
験
者
を
も
っ
て
充
て
る
。

⑤
相
談
役
は
、
理
事
会
及
び
総
会
の
推
薦
に

よ
り
、
副
会
長
経
験
者
又
は
本
会
に
功
労

の
あ
っ
た
会
員
を
持
っ
て
充
て
る
。

（
職
　
務
）

第
八
条

①
会
長
は
、
本
会
を
代
表
し
、
会

務
を
総
理
す
る
。

②
副
会
長
は
、
会
長
を
補
佐
し
、
会
長
に
事

故
等
が
あ
る
と
き
は
、
会
長
が
あ
ら
か
じ

め
指
名
し
た
順
序
に
よ
っ
て
、
そ
の
職
務

を
代
行
す
る
。

③
理
事
は
、
理
事
会
を
構
成
し
、
こ
の
会
則

に
定
め
る
事
項
を
審
議
す
る
。

④
会
務
執
行
理
事
は
、
会
務
執
行
理
事
会
を

構
成
し
、
こ
の
会
則
に
定
め
る
事
項
を
執

行
す
る
。

⑤
監
事
は
、
会
計
を
監
査
す
る
ほ
か
、
理
事

会
及
び
会
務
執
行
理
事
会
に
出
席
し
て
、

意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑥
顧
問
及
び
相
談
役
は
、
会
務
に
関
し
、
会

長
の
諮
問
に
応
ず
る
。

（
任
　
期
）

第
九
条

役
員
の
任
期
は
、
二
年
と
す
る
。

た
だ
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。

第
四
章
　
会
議

（
種
　
類
）

第
十
条

本
会
の
会
議
は
、
総
会
、
理
事
会

及
び
会
務
執
行
理
事
会
と
す
る
。

（
総
　
会
）

第
十
一
条

①
総
会
は
、
会
員
を
も
っ
て
構

成
し
、
毎
年
一
回
開
催
し
、
会
長
が
招
集
す

る
。

②
次
の
事
項
は
、
総
会
に
お
い
て
議
決
す
る
。

一
、
会
長
、
副
会
長
及
び
監
事
の
選
出

二
、
事
業
計
画
及
び
予
算

三
、
事
業
報
告
及
び
決
算

四
、
年
会
費
の
額
の
決
定
及
び
改
訂

五
、
そ
の
他
本
会
の
運
営
に
関
す
る
重
要

な
事
項

③
総
会
の
議
事
は
、
出
席
者
の
過
半
数
を
も

っ
て
議
決
す
る
。

（
理
事
会
）

第
十
二
条

①
理
事
会
は
、
会
長
、
副
会
長

及
び
理
事
を
も
っ
て
構
成
し
、
毎
年
一
回
以

上
開
催
し
、
会
長
が
招
集
す
る
。

②
理
事
会
は
、
次
の
事
項
を
審
議
し
、
決
定

す
る
。

一
、
総
会
に
付
議
す
べ
き
事
項

二
、
本
会
の
重
要
な
会
務
の
執
行
に
関
す

る
事
項

③
理
事
会
の
議
事
は
出
席
者
の
過
半
数
を
も

っ
て
決
定
す
る
。

（
会
務
執
行
理
事
会
）

第
十
三
条

①
会
務
執
行
理
事
会
は
、
会
長
、

副
会
長
及
び
会
務
執
行
理
事
を
も
っ
て
構
成

し
、
必
要
の
都
度
、
会
長
が
招
集
す
る
。

②
会
務
執
行
理
事
会
は
、
次
の
事
項
を
策
定

し
、
会
務
執
行
理
事
は
、
共
同
し
て
又
は

分
担
し
て
執
行
す
る
。

一
、
総
会
又
は
理
事
会
に
付
議
す
べ
き
事

項
の
立
案

二
、
総
会
又
は
理
事
会
の
議
決
し
た
事
項

の
具
体
的
執
行
方
針

三
、
そ
の
他
本
会
の
会
務
の
具
体
的
執
行

方
針

③
会
務
執
行
理
事
会
は
、
会
務
の
執
行
の
た

め
、
委
員
会
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
経
　
費
）

第
十
四
条

本
会
の
経
費
は
、
年
会
費
、
広

告
費
、
寄
付
金
そ
の
他
の
収
入
を
も
っ
て
充

て
る
。

（
会
計
年
度
）

第
十
五
条

本
会
の
会
計
年
度
は
、
毎
年
四

月
一
日
に
始
ま
り
、
翌
年
の
三
月
三
十
一
日

に
終
る
。

（
暫
定
予
算
）

第
十
六
条

当
該
年
度
の
予
算
が
成
立
し
て

い
な
い
と
き
は
、
会
長
は
、
予
算
成
立
の
日

ま
で
前
年
度
の
予
算
に
準
じ
収
入
支
出
す
る

事
が
で
き
る
。

第
五
章
　
会
則
の
変
更

（
会
則
の
変
更
）

第
十
七
条

こ
の
会
則
は
、
理
事
会
の
議
を

経
て
、
総
会
に
お
い
て
出
席
者
の
過
半
数
の

議
決
を
も
っ
て
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
章
　
事
務
局

（
事
務
局
）

第
十
八
条

①
本
会
に
、
そ
の
事
務
を
処
理

す
る
た
め
、
事
務
局
を
置
く
。

②
事
務
局
は
、
当
分
の
間
、
会
務
執
行
理
事

お
よ
び
そ
の
他
の
会
員
を
も
っ
て
構
成
す

る
。

（
帳
簿
等
）

第
十
九
条

事
務
局
に
は
、
会
則
、
会
員
及

び
役
員
名
簿
、
会
計
帳
簿
、
会
務
記
録
等
の

帳
簿
及
び
書
類
を
備
え
る
も
の
と
す
る
。

第
七
章
　
補
則

（
会
則
に
定
め
な
き
事
項
）

第
二
十
条

こ
の
会
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ

か
、
本
会
の
運
営
に
必
要
な
も
の
は
、
理
事

会
に
お
い
て
決
定
す
る
。

附
則
（
昭
和
四
十
三
年
七
月
十
一
日
施
行
）

附

則
（
昭
和
五
十
年
・
五
十
二
年
・
五
十

九
年
・
六
十
一
年
改
正
）

附
則
（
平
成
八
年
十
一
月
一
日
改
正
）

附
則
（
平
成
十
九
年
六
月
十
六
日
改
正
）

改
正
後
の
会
則
は
、
改
正
の
議
決
の
日
か

ら
施
行
す
る
。

東京亀城会会則
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◆
酒
東
柔
道
部

東
京
支
部
Ｏ
Ｂ
会

副
会
長
　
中
山
　
誠
（
35
回
）

東
京
支
部
Ｏ
Ｂ
会
は
私
の
記
憶
に
よ

る
と
三
〇
年
以
上
も
続
い
て
い
ま
す
。

青
春
時
代
の
学
舎
が
そ
れ
だ
け
懐
か
し

い
か
ら
な
の
で
し
ょ
う
ね
。

今
回
も
当
時
の
思
い
を
私
な
り
に
演

歌
曲
調
に
作
詞
し
て
み
ま
し
た
。

☆
酒
東
柔
道
部
健
児

天
は
い
つ
で
も
　
勇
気
を
照
ら
す

蛮
カ
ラ
柔
と
　
言
わ
れ
な
が
ら
で
も

度
胸
し
が
ら
み
　
笑
顔
に
か
く
し

男
の
値
打
ち
を
　
信
じ
て
く
れ
る

そ
ん
な
可
愛
い
　
あ
の
子
が
欲
し
く
て

心
が
と
き
め
く
　
酒
東
柔
道
部

西
に
強
豪
　
東
の
酒
田

部
員
は
そ
れ
な
り
　
闘
志
む
き
出
し
て

背
負
い
使
え
ば
　
東
北
一
だ

あ
い
つ
が
酒
田
の
　
大
将
だ
よ
と

背
な
を
指
さ
す
　
そ
ん
な
日
も
く
る
と

稽
古
に
励
ん
だ
　
酒
東
健
児
た
ち

い
つ
か
巨
漢
を
　
投
げ
飛
ば
し
た
く

質
実
剛
健
　
勉
強
だ
め
で
も

自
分
信
じ
て
　
一
本
勝
負

青
春
時
代
の
　
恋
路
を
胸
に

あ
の
子
前
で
は
　
め
ろ
め
ろ
に
な
れ
ど

黒
帯
し
め
れ
ば
　
酒
東
柔
道
部

◆
遅
れ
て
き
た
演
出
家

木
山
　
潔
（
36
回
）

さ
さ
や
か
な
演
劇
事
務
所
を
作
っ
て

も
う
三
〇
年
に
な
る
。
そ
の
間
、
昼
夜

分
か
た
ぬ
労
働
で
相
当
に
く
た
び
れ

た
。
で
、
昨
年
一
年
間
は
ほ
ぼ
ほ
と
ん

ど
仕
事
ら
し
い
仕
事
を
し
な
か
っ
た
。

こ
の
ま
ま
〈
引
退
〉
す
る
の
も
悪
く
は

な
い
か
な
、
と
も
思
っ
た
が
、
幸
か
不

幸
か
来
年
い
っ
ぱ
い
仕
事
が
残
っ
て
い

る
。
も
う
ひ
と
ふ
ん
ば
り
だ
。

こ
こ
数
年
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
仕

事
の
か
た
わ
ら
演
出
も
手
掛
け
て
い

る
。
業
界
人
か
ら
は
〝
遅
れ
て
き
た
演

出
家
〞
と
揶
揄
さ
れ
な
が
ら
、
五
月
に

『
病
気
』（
別
役
実
＝
作
）
の
演
出
を
終

え
た
。
こ
の
舞
台
は
、
来
年
春
に
は
モ

ス
ク
ワ
と
パ
リ
で
上
演
さ
れ
て
い
る
は

ず
。
映
画
『
お
く
り
び
と
』
に
と
う
て

い
及
ば
ず
と
も
、
善
戦
し
て
く
る
つ
も

り
だ
。

八
月
〜
一
〇
月
に
『
出
番
を
待
ち
な

が
ら
』
と
い
う
芝
居
を
東
京
、
首
都
圏
、

神
奈
川
県
で
三
〇
ス
テ
ー
ジ
ほ
ど
や

る
。
イ
ギ
リ
ス
の
元
女
優
た
ち
の
老
後

の
生
活
を
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
優
し
く
描
い

た
舞
台
で
、
現
実
の
高
齢
化
社
会
へ
の

励
ま
し
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

亀城人往来
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◆from
LA

「Life
is
A
R
T

」

飯
富
崇
生
（
74
回
）

こ
ん
に
ち
は
。
七
四
回
卒
業
の
飯
富

崇
生
と
申
し
ま
す
。
現
在
は
Ｌ
Ａ
を
拠

点
に
、
フ
ォ
ト
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。
私
は
九
九
年
、
高

校
卒
業
後
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
立
大

学
に
て
映
画
を
専
攻
し
ま
し
た
。
在
学

中
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
写
真
現
像
技
術

「
ネ
イ
チ
ャ
ー
ア
ー
ト
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ

ィ
ー
」
を
開
発
し
、
こ
の
技
術
で
撮
影

し
た
写
真
作
品
「Freew

ay

」
で
日
本

の
総
合
写
真
展
で
大
賞
、
朝
日
新
聞
広

告
局
長
賞
、
ミ
ノ
ル
タ
賞
を
受
賞
。
卒

業
後
、
東
京
に
て
芸
術
家
活
動
を
始
め

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
日
本
、
ア
メ
リ

カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
で
写
真
展

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
パ
ー
ト
ナ
ー

の
芦
刈
い
づ
み
と
共
に
、
講
演
活
動
や

書
籍
執
筆
も
行
い
、
主
な
著
書
に
『
時

計
じ
か
け
の
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
』
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
今
年
ア
メ
リ
カ
永
住
権

を
取
得
し
、
大
好
き
な
ア
メ
リ
カ
大
自

然
に
近
い
環
境
で
さ
ら
に
ア
ク
テ
ィ
ブ

な
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

現
在
は
写
真
を
主
な
媒
体
と
し
た

総
合
的
な
ア
ー
ト
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
私
の
ア
ト
リ
エ
で
の
作
品
展

示
、
ラ
ジ
オ
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
番
組

〈h
ttp
://la

-p
a
n
.c
o
m

〉
、
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
政
府
観
光
局
と
協
力
し
て
行

っ
て
い
る
Ｌ
Ａ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、

東
ア
ジ
ア
国
際
学
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
ト

ー
タ
ル
ア
ー
ト
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
や
、
酒

田
で
毎
夏
（
今
年
は
八
月
一
三
日
予
定
）

開
催
さ
れ
て
い
る
酒
田
モ
ッ
ケ
ダ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
の
副
実
行
委
員
長
な
ど
、

色
々
な
分
野
で
と
て
も
楽
し
く
活
動
し

て
い
ま
す
。

僕
の
行
っ
て
い
る
活
動
全
て
に
共
通

す
る
テ
ー
マ
が
「Life

is
A
RT

」
と
い

う
も
の
で
す
。
ア
ー
ト
と
は
生
き
る
こ

と
そ
の
も
の
で
す
。
何
か
に
感
動
し
た

り
、
悲
し
か
っ
た
り
し
て
心
が
動
く
。

そ
れ
が
ア
ー
ト
な
ん
で
す
。
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
が
で
き
る
こ
と
は
、
人
々
の
心
に

火
を
つ
け
る
こ
と
。
そ
ん
な
活
動
を
こ

れ
か
ら
も
続
け
て
い
こ
う
と
思
い
ま

す
。
ご
一
緒
で
き
る
活
動
が
あ
れ
ば
、

ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
！

飯
富
崇
生
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会
ご
一
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様

亀城人往来

下山　亮平 プロフィール

アコースティック・ギタリスト。山形市生まれ。
13歳でギターを手にする。 初めは、James
Taylor、Neil Yong、C,S＆Nなどのアコーステ
ィック・ギター・サウンドに興味を持ち、その後ア
メリカやイギリスの'70年代のロックやポップ・
ミュージックに惹かれ、音楽的ルーツとなる。
またジャズ・ピアニストのBill Evansがきっかけ
で、ジャズに興味を持ち、影響を受ける。
主に、変則チューニングを使ったソロ・ギターの
インスト曲を作曲／編曲し、演奏している。

川田　麻美（57回） プロフィール
国立音楽大学卒業、二期会オペラスタジオ修了
後、イタリア･ミラノに留学。｢カルメン｣「蝶々夫
人」「椿姫」「マイ･フェア･レディ」など、オペラや
ミュージカルに多数出演。読売日響、都響、新日
フィルなどの主要オーケストラとのコンサートに
も多数出演。第2回フランス音楽コンクール第3
位(声楽部門第2位)、第27回国際ベッリーニ音楽
コンクール入選、第9回日本クラシック音楽コンク
ール入選等。
現在、二期会会員。

「A Letter from Far Far Away」

◆今年のイベントはミニコンサート◆
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ふるさと発

東
京
三
四
会

昭
和
三
四
年
卒

酒
田
東
高
校

有
志
一
同

◇小林温泉改装オープン！
庄内さしこは、津軽のこぎん刺し、南部の
菱刺しと並ぶ日本三大さしこの一つです。さ
しこは、もともと布の補強、補修のために施
された生活の知恵でした。糸を横、縦、斜め
に一針一針刺して初めて美しい模様が浮かび
上がります。
この実用性と装飾としての美しさを兼ね備
えた庄内さしこには、基本の刺し方が40種類
ほどありますが、庄内浜の大漁を祈願したう
ろこ刺しや作物の虫除けを願った柿の花刺し
のように、模様にはそれぞれ意味があり、想
いが込められています。
平田地域では、昭和60年に「平田さしこの
会」が結成され、庄内さしこの指導や普及活
動を行っています。今年度も市内でさしこ教
室や展示会を積極的に開催しており、大変好
評を得ています。
酒田へおいでの際は、庄内女性の美意識や
家族を思う愛情が込められた庄内さしこをぜ
ひご覧ください。

（平田総合支所長　佐藤　富雄　43回）

平
田

◇第20回「眺海の森音楽祭」
今、庄内の観光には、「おくりびと」が追い風となっ

て吹いています。
加えて、大河ドラマ「天地人」の直江兼続（上杉氏

支配時代に大宝寺〈鶴岡〉城を修復）、サッカーJ1の
モンテディオ山形、新潟県と一緒のディスティネーショ
ンキャンペーンと、まさに百花斉放の観を呈しています。
そんな中で、酒田市松山地区からは、第20回を迎え
る「眺海の森音楽祭」について紹介したいと思います。
眺海の森は、庄内平野の東縁部にある丘陵で、古
くは哲学者阿部次郎がこよなく愛した故郷の山河を
代表する所で、今は県民の森として整備され、庄内平
野全体が見渡せる場所になっています。
竣工を記念して始まった眺海の森音楽祭は、ブラス
アンサンブルをメインに、胡弓の楊興新さん、笙の東
野珠美さん、ピアノの高橋アキさん等々の出演をいた
だいております。中でも「95世界ホルンフェスティバル
inやまがた～夜空に輝く星とホルンの調べ」では、会
場までの山道が人、人、人で溢れ、異常な興奮に包
まれたことが思い出されます。
今年は、姜

ジャン

建華（二胡）さんをメインゲストとして、9月
20～22日の日程で開催されます。
（酒田市松山総合支所長　後藤　吉史・43回）

松
山

◇新八幡小学校開校、八幡タウンセンター
（仮称）建設工事進む
この春、八幡小学校、大沢小学校、日向小
学校が統合し、新八幡小学校が誕生しまし
た。それぞれの小学校は長い歴史と輝かしい
伝統を持ち、地域の方々の教育に対する熱意
と温かいご支援により、幾多の卒業生が学び
舎を巣立ち現在多方面で活躍されています。
新校の児童数は247名。これまで培ってきた
それぞれの学校の良さを融合調和し、素晴ら
しい教育成果を達成していくものと期待して
います。
また、来春は八幡中学校と鳥海中学校の統
合が予定されております。
さて、昨年は旧八幡町役場庁舎解体の話題を
お届けしましたが、その跡地に公民館機能と
総合支所機能を合わせ持つ八幡タウンセンタ
ー（仮称）の建設工事が、11月の完成を目指
し現在急ピッチに進められております。今後
の八幡地域振興の拠点施設となるものと期待
しております。
写真は、新八幡小学校から鳥海山を望みま
す。手前は工事が進む八幡タウンセンター
（仮称）です。
（八幡総合支所地域振興課地域振興係　御船　正周）
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酒田市大町6-12 TEL0234-26-6868
URL http：// www.hayashikensetsu.co.jp /

林建設工業株式会社　住宅部

～ 暮らしを考えた、住まいづくり ～

～家族の生活空間である
『住まい』を大切に～

カムホームは、お客様毎の

暮らしの夢や現在の住まい

の課題を基に新しい住まい

づくりをお手伝いします。
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ふるさと発

る観光客の入込み数が増えたことです。旧
料亭小幡のロケ地を４月10日に復元オープ
ンしたところ、５月の連休期間中だけで、
15,000人ほどの入館者数があり、先日、
30,000人に達しました。
観光を通しての交流人口が増えますと、

ホテル・飲食等、様々なところでおかげを
いただいているようです。
東京亀城会の皆様にも酒田に帰省された

折には、是非ご覧いただきたいと存じます。
そして二つ目は、日本海沿岸東北自動車

道の酒田港ICから遊佐IC間の約11.9キロ
が、新たに整備区間に格上げされたことで
す。全国の地方都市の中では本区間のみが
採択され、これまでの20年間にわたる各界
あげての要望活動が実ったところです。地
域インフラが整備されることは、これから
の酒田市の発展に大きな効果を果たすもの
と多くの市民の皆様が喜んでおります。今
後は、秋田・新潟県境の未整備区間につい
て、皆様のお力もお借りしながら、一日も
早く全線が繋がることに向けて要望してま
いります。
今後とも、酒田市のPRをはじめ、様々な
面でのご理解とご協力をお願い申し上げ、
東京亀城会皆様の、ますますご健勝でご活
躍されますことをご祈念申し上げます。

（酒田市総務部長　石堂栄一）

酒
田

◇酒田の空は快晴
東京亀城会の皆様にはご壮健にてご活躍

のことと存じます。４月から総務部長を務
めています石堂栄一と申します。
相川会長はじめ、常日頃から酒田市の取

り組みについてご理解とご協力をいただき
感謝を申し上げます。
今年の桜は天候にも恵まれ、例年よりも

早く咲き、すばらしい花見日よりでした。
酒田祭りも創始400年を迎え、高さ20メート
ルにもおよぶ山鉾を百年ぶりに再現し、ふ
れあい酒田会員の皆さんから山車を引いて
いただく等、市民あげて祭りを盛り上げた
ところです。もちろん天気は快晴でした。
まつり料理であるにら鱒・たまご寒天・筍
の煮付け・ごま豆腐・鱒のあんかけうどん
等をそれぞれの家庭で振る舞い、昔ながら
の語らいをしたところです。
さて、酒田に明るい話題が二つありまし

た。一つは、映画「おくりびと」効果によ

★執行理事会からのお願い★
一昨年からお願いしておりました「緞帳

寄付金」は、おかげさまで約23万円超過と
なり、差額は本予算に組み込まれる予定で

す。ご協力に感謝します。

しかしながら、会費納入率や会報広告料

が大幅に減少しており、数年後には東京亀

城会の運営に支障を来すことになりそうで

す。２頁目の決算・予算書にあるとおり、

皆様からお預かりした会費は、「本部の亀城

同窓会の協力金」とはまったく別途に、東

京亀城会の運営に使用されております。ご

理解とご協力のほど、改めて宜しくお願い

致します。
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平成21年度総会・懇親会

式次第予定

（15：30～18：30）

◆第1部総会

平成20年度事業報告

平成20年度決算報告

平成20年度監査報告

平成21年度事業案

平成21年度予算案

人事案

◆第2部懇親会
アコースティックな

調べにのせて
～下山亮平＆川田麻美
ミニコンサート～

喜寿のお祝い

会旗引継

応援歌合唱

校歌斉唱
〒103-0023東京都中央区日本橋本町4-15-4
1（03）3662-1951 FAX（03）3661-9735

http://www.bbe.ne.jp E-mail:bunei@bbe.ne.jp

美しさで情報を伝えます！
コストダウンでサポート

汎用機・WS・PC・WPのデータを自在
に編集・加工
オンデマンドシステムで対応
情報処理のビジュアル化をフルサポート
最短の時間と最小のコストをお約束

印刷の
事なら
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平成21年度総会・懇親会のご案内
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自然と友に。
セイコーエプソングループは

企業活動と地球環境との調和をめざし、

高い目標の環境保全に積極的に取り組み、

良き企業市民としての

社会的責任を果たしていきます。

酒田市十里塚166-3 1（0234）31-3131㈹
http://www.epson.jp/tohokuepson/

エンジニア募集
詳しくは上記ホームページをご覧下さい。
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